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平
成
２３
年
２
月
２０
日
（
日
）  

JR
高
槻
駅
⑤
乗
り
場
系
統
12

番
8
時
35
分
道
鵜
町
行
き
乗

車
「
道
鵜
町
」
で
下
車
。 

 

徒
歩
約
10
分 
淀
川
堤
防
へ   

順
路 

JR
高
槻
駅
⑤
乗
り
場
→

道
鵜
町
→
河
川
敷
→
阪
急
上
牧

駅
へ   

天 

候  

快
晴  

① 

年
一
度
の
行
事
で
す
。 

② 

快
晴
で
無
風
状
態 

雨
天
・
強
風
等
の
場

合
は
、
延
期
と
な
る

行
事
で
す
。 

③ 

点
火
時
刻
は
９
時
。 

鵜
殿
の
ヨ
シ
原 

宇
治
川
・
桂
川
・
木
津
川
が

合
流
し
、
淀
川
と
な
る
合
流
地

点
か
ら
5

km
ほ
ど
下
っ
た
淀

川
右
岸
に
あ
る
、
広
さ
約
75
ヘ

ク
タ
ー
ル
、
長
さ
2.5

km
と
、

淀
川
流
域
で
も
最
大
の
葦
の
群

生
地
で
あ
り
、
野
鳥
や
動
植
物

の
貴
重
な
生
息
地
と
も
な
っ
て

い
る
。
昔
か
ら
多
く
の
歌
人
に

詠
ま
れ
て
い
て
、紀
貫
之
の『
土

佐
日
記
』
に
も
記
述
が
あ
り
、

谷
崎
潤
一
郎
の
『
蘆
刈
』
の
舞

台
が
鵜
殿
の
ヨ
シ
原
と
も
言
わ

れ
て
い
る
。 

こ
の
鵜
殿
に
生
え
る
ヨ
シ
は
、

高
さ
が
３
ｍ
ほ
ど
の
大
形
の
ヨ

シ
で
太
く
弾
力
性
が
あ
り
、
古

来
よ
り
雅
楽
の
篳
篥
の
蘆
舌
と

し
て
使
用
さ
れ
て
お
り
、
昭
和

20
年
ご
ろ
ま
で
は
、
毎
年
百
本

ず
つ
宮
内
庁
に
献
上
さ
れ
て
い

た
。
今
で
も
宮
内
庁
楽
部
で
使

わ
れ
て
い
る
蘆
舌
は
、
す
べ
て

鵜
殿
産
の
ヨ
シ
で
作
ら
れ
て
い

る
。
昔
は
鵜
殿
の
ヨ
シ
で
編
ん

だ
ヨ
シ
ズ
が
盛
ん
に
生
産
さ
れ
、

宇
治
の
茶
園
や
高
槻
市
の
原
・

塚
脇
地
区
の
寒
天
製
造
に
使
わ

れ
て
い
ま
し
た
。 

鵜
殿
の
ヨ
シ
原
焼
き 

鵜
殿
で
は
毎
年
二
月
中
旬
に
、

ヨ
シ
原
の
保
全
と
害
草
・
害
虫

の
駆
除
、
不
慮
の
火
災
防
止
等

を
目
的
に
野
焼
き
が
行
な
わ

れ
て
い
る
。
こ
れ
は
昭
和
二
〇

年
代
よ
り
続
け
ら
れ
て
い
る
。

そ
れ
以
前
は
ヨ
シ
の
他
に
屋

根
葺
き
や
燃
料
の
需
要
の
あ

る
オ
ギ
ま
で
も
、
殆
ど
刈
り
取

ら
れ
て
い
た
。
こ
の
ヨ
シ
原
焼

き
は
、
一
九
七
〇
年
（
昭
和
45

年
）か
ら
5
年
間
中
断
し
た
そ

の
結
果
、
ヨ
シ
原
は
雑
草
な
ど

に
占
拠
さ
れ
、
ヨ
シ
の
品
質
が

低
下
し
、
絶
滅
の
危
機
に
陥
っ

た
。
こ
の
こ
と
か
ら
一
九
七
五

年
（
昭
和
50
年
）
に
「
鵜
殿
の

ヨ
シ
原
焼
き
」
が
復
活
し
た
。

野
焼
き
の
面
積
は
、
上
牧
か
ら

道
鵜
町
ま
で
の
約
30
ヘ
ク
タ

ー
ル
。
毎
年
行
わ
れ
て
い
る
野

焼
き
だ
が
、
二
〇
〇
一
年
に
は

対
岸
の
枚
方
市
側
住
民
か
ら

の
降
灰
に
関
す
る
苦
情
に
よ

り
中
止
さ
れ
て
い
る
。
以
後
、

野
焼
き
面
積
を
減
ら
し
た
り
、

ヨ
シ
を
刈
り
倒
し
た
後
に
点

火
す
る
な
ど
、
火
力
を
弱
め
る

な
ど
工
夫
さ
れ
て
い
ま
す
。
鵜

殿
の
ヨ
シ
原
焼
き
は
、
自
然
環

境
保
全
の
点
で
継
続
さ
れ
る

事
を
強
く
望
み
ま
す
。 

 

毎
年
、
二
月
に
行
わ
れ
る
ヨ

シ
焼
き
は
、
淀
川
に
春
を
告
げ

る
慣
例
の
行
事
と
し
て
行
わ

れ
、
河
川
敷
一
帯
が
炎
に
包
ま

れ
る
光
景
は
雄
大
で
す
。 

二
〇
一
一
年
二
月
二
〇
日
に

行
わ
れ
た
ヨ
シ
焼
き
に
は
、
道

鵜
町
か
ら
上
牧
ま
で
、
淀
川
の

堤
防
に
は
見
学
者
で
埋
ま
っ

て
い
ま
し
た
。 

 
 

Ｓ
・
Ｏ 

   

“
こ
れ
は
大
変
“ 

江
戸
扇
子
に
文
字
を
書
く 

扇
子
は
、
７
世
紀
頃
に
日
本

に
伝
来
し
た
「
う
ち
わ
」
を
、

折
り
畳
む
ア
イ
デ
ィ
ア
を
加

え
携
帯
に
便
利
な
よ
う
に
と

８
世
紀
に
“
日
本
で
誕
生
”
し

た
と
言
わ
れ
て
い
ま
す
。
そ
の

後
、中
国
へ
の
輸
出
を
経
て
15

～
16
世
紀
頃
に
ヨ
ー
ロ
ッ
パ

に
も
た
ら
さ
れ
、
羽
根
扇
や
レ

ー
ス
を
編
み
こ
ん
だ
洋
扇
と

し
て
発
展
を
遂
げ
た
よ
う
で

す
。 日

本
国
内
で
は
京
都
を
主

産
地
と
し
て
き
ら
び
や
か
な

京
扇
子
が
作
ら
れ
て
い
ま
し

た
。
そ
の
後
、
江
戸
に
伝
わ
り

渋
め
で
さ
っ
ぱ
り
と
し
た
絵

柄
の
江
戸
扇
子
が
誕
生
し
ま

し
た
。
現
在
で
は
東
京
を
中
心

に
数
人
の
職
人
さ
ん
が
伝
統

の
技
法
で
扇
子
を
作
り
継
い

で
い
ま
す
。
仕
立
て
を
一
人
で

行
う
為
に
数
に
限
り
が
あ
り

殆
ど
町
場
で
見
る
事
は
で
き

な
い
希
少
な
も
の
で
す
。（
日

本
職
人
名
工
会
資
料
よ
り
） 

今
回
、
ア
メ
リ
カ
人
へ
の
お
土

産
に
す
る
と
、
扇
子
に
文
字
を

書
い
て
欲
し
い
と
頼
ま
れ

ま
し
た
。
今
ま
で
も
扇
子
に

書
い
て
来
ま
し
た
が
、
扇
型

の
紙
に
字
を
書
い
て
そ
れ

を
扇
子
に
仕
立
て
る
方
法

で
す
。 

送
ら
れ
て
き
た
「
扇
子
」
は
、

有
名
な
方
が
作
っ
た
「
江
戸

扇
子
」。 

 

 

   

 

 

 

書

く

文
字
は
、
贈
る
方
の
名
前
を

漢
字
に
あ
て
て
書
い
て
欲

し
い
と
の
こ
と
。 

扇
子
に
は
骨
が
あ
る
し
、 

墨
は
は
じ
い
て
書
き
に
く

い
。
予
備
の
扇
子
が
な
い
の

で
失
敗
は
許
さ
れ
ま
せ
ん
。 

あ
～
、
疲
れ
ま
し
た
！ 
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４月度行事予定 
" 高槻森林観光センター：田能 " 

新緑の澄み切った空気の中で「総会・親睦会」開催！！ 

月 日： 平成２３年４月２１日（木日曜日）  

集 合場 所： 西武高槻店前 東京三菱ＵＦＪ銀行前 ９：５５ 

         （ 10:00に高槻森林観光センターへバスで出発します。） 

総 会：高槻森林観光センター 研修室 10:30～11:30 

親 睦 会： 高槻森林観光センター 槻の郷荘 11:30～15:00   

そ の 他： 詳細は３月１７日の例会で説明します。 

３月度行事予定 
" 新たな福祉のまち：郡家本町 " 

月 日：平成２３年３月１７日（木日曜日）  

集合場所：ＪＲ摂津富田駅北  

高槻市営バス乗り場① 10：00発 南平台経由奈佐原行き 

下車バス停：二中西 

（現地集合場所：ぷれいすBe 10:15） 

訪 問 先： 高槻地域生活総合支援センター「ぷれいすBe」 

高槻市立療育園（肢体不自由児通園施設） 

 

わ
が
ま
ち
紹
介 

淀
川
に
春
の
訪
れ
を
告
げ
る
恒
例
行
事 

" 

鵜
殿
の
ヨ
シ
焼
き "

：
鵜
殿
・
上
牧 

と

け

い

そ

う 

   ↑ 

ティム氏へ 

フィリップ氏へ 

   ↓ 


